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公益社
団法人

会員数　男／331人　女／240人　合計／571人（令和6年２月末現在）

センターを私たちのもの
として考えます。

私たち会員は
共に仲良く働きます。

センターを私たちの力で
そだてます。

私たち会員は
お互いに助け合います。

撮影者／坂本 正志 中川やしおフラワーパーク
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新
春
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
会
員
の
皆
様
に

は
シ
ル
バ
ー
事
業
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
分
類
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
経
済
活
動
や
行
動
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
環
境
も
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
無
く

な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
感
染
防
止
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
特
に
６
月
か
ら
９
月
は
気
温
が

高
く
、
「
記
録
ず
く
め
」
の
夏
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な

暑
さ
の
中
で
の
作
業
は
暑
さ
と
の
闘
い
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
健
康
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
、
お
一
人
、
お
一
人
の

暑
さ
へ
の
心
掛
け
や
対
策
に
よ
り
、
今
夏

の
熱
中
症
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
、
ま
た
熱
中
症

に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
安
全
就
業
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
安
全

就
業
は
シ
ル
バ
ー
事
業
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
の
根
幹
で
あ
り
ま
す
。
「
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
」
と
い
う
原
則
の
も
と
、

会
員
の
皆
様
、
お
一
人
、
お
一
人
が
安
全

に
就
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
役
職
員
、

そ
し
て
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
中
や
就
業
途
上
で
の
「
事
故
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
方
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
環
境
に
つ

き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
を
就
業
に
結

び
付
け
る
た
め
、
お
客
様
の
様
々
な
ご
要

望
に
応
え
、
会
員
の
皆
様
の
知
識
や
経
験

な
ど
を
活
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
年
齢
に
応
じ

た
業
務
や
、
無
理
な
く
働
け
る
業
務
の
開

拓
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
の
清
掃
業
務
や

植
木
・
除
草
業
務
、
障
子
・
襖
の
張
替
え

業
務
な
ど
に
加
え
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

や
子
供
た
ち
の
登
校
時
の
安
全
を
見
守
る

児
童
見
守
り
業
務
な
ど
様
々
な
業
務
を
拡

大
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が

お
客
様
か
ら
依
頼
さ
れ
る
業
務
は
、
今
ま

で
は
主
に
請
負
業
務
が
中
心
で
あ
り
ま
し

た
が
、
お
客
様
の
ご
要
望
や
適
正
就
業
の

観
点
か
ら
、
一
部
の
仕
事
を
派
遣
業
務
に

移
行
し
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
一
人
で
も
多

く
の
会
員
の
皆
様
に
働
く
機
会
を
提
供
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
も
、
会
員
の
皆
様
の
「
健
康
第

一
」
、
「
安
全
第
一
」
を
基
本
に
、
役

員
、
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
シ
ル
バ
ー
事

業
に
取
り
組
み
、
「
魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ

ー
」
、
「
地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
し
、
新
春
に
当
た
っ
て
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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介
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会
員
拡
大
事
業

熱
中
症
対
策
講
習

安
全・適
正
就
業
推
進
委
員
会

自
転
車
安
全
運
転
講
習

接
遇
研
修

児
童
交
通
安
全
見
守
り
講
習

　
令
和
５
年
７
月
11
日（
火
）、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
八

潮
中
央
総
合
病
院
の
理
学
療
法
士
２
名
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、
「
熱
中
症
対
策
講
習
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
16
名
の
会
員
は
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
き
、

講
習
終
了
後
は
「
と
て
も
役
に

立
つ
」
「
講
師
の
話
が
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」
等
と
感
想
を
も

ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
効
果
も
あ
り
、
今
年
度

は
会
員
が
熱
中
症
に
な
っ
た
と

い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
今
年
度
の
会
員
拡
大
部
会
は
、
市
内
２
か
所
の
シ
ニ

ア
健
康
体
操
会
場
で
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配
布
し
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
拡
大
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
八
潮
市
新
庁
舎
で
の
動
画
広

告
放
映

・
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ

・
路
線
バ
ス
内
広
告
掲
示

・
電
柱
広
告
掲
示

・
「
八
潮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

へ
の
バ
ナ
ー
広
告
掲
載

　
今
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
を
、

８
月
17
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
に
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
故
発
生
の
概
要
説

明
の
後
、
八
潮
市
の
事
故
の
内
容
説
明
が
あ
り
、

事
故
の
要
因
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
い
た

し
ま
し
た
。
加
齢
に
伴
い
高
ま
る
リ
ス
ク
に
よ
る

災
害
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
「
安
全
は
す
べ
て

に
優
先
す
る
」
、
「
安
全
な
く
し
て
就
業
な
し
」

を
合
言
葉
に
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
２
月
８
日（
木
）、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

自
転
車
安
全
運
転
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
、
第
２
回
合
わ
せ
て
18
名
の
会
員
が
参
加

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
移
行
に
伴
い
５
年
ぶ

り
に
会
議
室
で
確
認
テ
ス
ト
を

行
い
、
実
技
で
は
草
加
警
察
署

の
署
員
の
指
導
の
も
と
、
自
転

車
の
安
全
な
運
転
技
術
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
26
日
（
火
）
、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
児
童
交
通
安
全
見
守
り
講
習
を
開
催
し
、
「
登
校
時

児
童
見
守
り
業
務
」
に
就
業
し
て
い
る
会
員
及
び
今
後

就
業
予
定
の
会
員
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
草
加
警
察
署
員

か
ら
交
差
点
内
で
の
児
童
の
見

守
り
や
児
童
が
横
断
中
の
注
意

点
等
に
つ
い
て
丁
寧
な
指
導
を

受
け
、
静
か
に
話
に
耳
を
傾
け

疑
問
が
あ
る
事
に
は
熱
心
に
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
以
降
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
感
染
症
移
行
に
よ

り
、
令
和
５
年
12
月
５
日（
火
）、
令
和
６
年
２
月
13
日

（
火
）本
セ
ン
タ
ー
に
講
師
を
お
招
き
し
て
接
遇
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
38
名
の
会
員
は
、

真
剣
な
表
情
で
講
師
の
話
に
聞

き
入
っ
て
お
り
、
研
修
後
は

「
楽
し
か
っ
た
」
「
と
て
も
役

に
立
つ
話
だ
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
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(1)調査目的
　本調査は、民間・個人の発注者（お客
様）に対して、会員の接客態度や仕事の出
来栄え等お客様の満足度を調査し、サービ
スの向上・改善を目指すため、実施したも
のである。
(2)調査期間
　令和６年２月
(3)調査対象
　令和５年12月分請求書送付の民間発注者
(4)送 付 数
　112通
(5)回 答 数
　70通（62.5％）
①  接客態度・就業態度はいかがでしたか
　やや不満や不満がなくなり、やや満足
以上の回答が増えている。
②  服装・身だしなみはいかがでしたか
　普通と回答していた数が減り、やや満
足以上の回答が増えている。
③  仕事の出来栄えはいかがでしたか
　全体の84.3％が満足・やや満足と回答
している。また不満の回答はなく、１件
（1.4％）がやや不満と回答している。
④  今後もシルバーを利用したいと思いま
すか
　回答した全員が、今後も利用したいと
回答している。

(1)調査目的
　本調査は、会員に対して、就業状態や仕
事の満足度などを調査し、今後の就業開拓
や魅力的なセンターづくりに役立てるた
め、実施したものである。
(2)調査期間
　令和５年３月から令和５年４月まで
(3)調査対象
　令和５年３月末時点での登録会員
(4)送 付 数
　606名
(5)回 答 数
　334名（55.12％）
①  現在の就業状態について
　令和５年度は回答者の90％以上が就業
している。「就業中」の回答の割合が増
加し、「未就業」の回答は減少した。　
◎就業中の会員
　仕事内容をどう感じていますか
　令和５年度は「満足」・「やや満足」
と回答した会員の合計は51.1％で、昨
年度の48.3％を上回った。「不満」と
回答した会員は増加したが、「不
満」・「やや不満」の合計は減少した。
◎未就業の会員　　
　就業に結びつかない理由
　令和５年度は、未就業の理由として
「就業機会提供不足」と回答した会員
はなく、また「病気・加齢」を理由に
就業に結びつかない会員は減少した
が、「他で就業」と回答した会員は増
加した。

②  全体的な満足度を教えてください
　令和４年度・令和５年度共に、全体の
約91％の会員が普通以上と答えており、
割合はわずかに増えている。一方で、
「やや不満」・「不満」と答えた会員は
減少した。今後も、魅力的なセンターづ
くりのため、会員の相談により細やかに
対応し、不満の解消に努める。

顧客満足度アンケート報告書
（お客様満足度調査）

会員アンケート報告書
（会員満足度調査）
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登
校
時
児
童

　
　
見
守
り
業
務

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
大
瀬
小
学
校
、
令
和
５
年
６
月
か
ら

松
之
木
小
学
校
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
大
原
小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
「
登
校

時
児
童
見
守
り
業
務
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
就
業
し
て
い
る
会
員
は
皆
、
責
任
感
と
充
実
感

を
も
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
員
に
つ
い
て
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
皆
様
か
ら
一
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
瀬
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
相
内　
政
人　
様

松
之
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
近　
　
彩　
様

大
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
大
泉　
芳
行　
様

　

大
瀬
小
学
校
の
周
り
は
交
通
量
も
多

く
、
保
護
者
の
方
々
も
不
安
に
思
う
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
が
毎
朝
笑
顔

で
挨
拶
を
し
、
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
事
で
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
登
校
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
る

と
感
じ
、
現
在
の

大
瀬
小
学
校
に
と

っ
て
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
か

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
児
童
見
守
り
を
会
員
の
皆
様

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
登
下
校
の
道
は

大
き
な
交
差
点
、
歩
道
が
な
い
道
路
と
い

っ
た
危
険
な
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
朝
早
く
か
ら
暑
い
日
も
、
寒
い
日

も
、
雨
の
日
も
、

子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
声
を
か
け

て
く
れ
る
存
在
と

い
う
の
は
本
当
に

あ
り
が
た
く
、
心

よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

共
働
き
家
庭
や
乳
児
を
抱
え
て
旗
振
り

す
る
保
護
者
か
ら
相
談
を
受
け
、
外
部
委

託
の
検
討
を
し
て
い
ま
し
た
。
安
全
活
動

を
継
続
的
に
行
い
、
地
域
で
見
守
る
シ
ル

バ
ー
さ
ん
の
「
楽
し
み
、
生
き
が
い
の
あ

い
さ
つ
」
が
、
子

ど
も
に
と
て
も
良

い
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
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図１
【現行】

発注者

発注・業務委託

マッチング・再委託

会員

センター

請
負
・
委
任

契
約
関
係

請
負
・
委
任

契
約
関
係

図２
【変更後】

発注者

利用申込

サポート

会員

センター

請
負
・
委
任
契
約
関
係

総
合
調
整
・
マ
ッ
チ
ン
グ

事
故
に
あ
っ
て

　
し
ま
っ
た
際
の
対
応

事
故
に
あ
っ
て

　
し
ま
っ
た
際
の
対
応

保険制度の紹介

　シルバー人材センターでは会員
の方が安心して働けるよう各種保
険制度に加入しています。

●団体保険
１．団体傷害保険
　就業途上または就業中にけがをし
た場合、医療機関での治療が終わっ
た後に一定額の保険金を請求できま
す。
（１）保険金
　①通院日数に対して１日あたり
3,000円。

　　但し、90日間が上限。
　②入院日数に対して1日あたり
5,000円。

　　但し、180日間が上限。
　③死亡または後遺障害に対して上
限900万円。

　以上の保険に加入しております。
（２）適用範囲
　就業中または就業途上でのケガの
ため仕事を休み、治療のため入院や
通院をした日数に応じ保険が適用と
なります。就業が可能になってから
の治療、自動車やバイクの運転中の
ケガは保険の適用外です。

2．団体賠償責任保険
　就業中に誤って他人の財物等を壊
してしまった場合、保険で賠償でき
る場合があります。

●熱中症見舞金制度
　就業途上または就業中に熱中症に
かかった場合に見舞金を請求できま
す。
(１)通院加療（日帰り入院含む）
　　5千円
(２)入院（1泊2日）見舞金　3万円
(３)入院（2泊3日以上）見舞金　　
　　5万円
(４)死亡見舞金　10万円

　詳しいことはシルバー人材セン
ター事務局までお問い合わせくださ
い。☎048-995-5817

フリーランス法による契約方法の変更
　令和5年5月12日に、いわゆる「フリーランス法」(「特定
受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」)が公布さ
れました。フリーランス法の施行（令和６年秋を予定）を見
据え、シルバー人材センターの会員が請負・委任の形態で就
業する契約について、契約方法の見直しを行います。詳細に
ついては後日説明会を開催する予定です。
変更のイメージは、以下の通りです。

■見直しのイメージ

　
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
業
務

の
就
業
中
や
就
業
の
行
き
帰
り

に
お
け
る
事
故
等
で
「
ケ
ガ
」

を
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、
会
員
本
人
の
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
治
療
が
す
べ
て
完
了
し
て
か
ら

の
保
険
の
請
求
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
動

車
や
バ
イ
ク
等
の
運
転
中
や
、
仕
事
に
復
帰
し
て
か
ら

の
通
院
は
、
原
則
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

団　体　保　険

熱中症見舞金制度
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事務局からのお知らせ

●
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
、
ま

た
は
遂
行
し
、
働
い
た
仕
事
の
内
容
に

　

応
じ
て「
配
分
金
」を
受
け
取
り
ま
す
。

●
会
員
は
、
公
平
な
就
業
機
会
を
得
る
た

め
に
、
通
常
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

就
業
し
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
は
、

雇
用
で
は
な
い
の
で
、
労
災
保
険
等
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
シ
ル

バ
ー
団
体
傷
害
保
険
等
で
対
応
し
ま

す
。

●
仕
事
を
す
る
会
員
と
仕
事
を
依
頼
し
た

方
と
の
間
に
は
、
雇
用
関
係
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

●
会
員
は
臨
時
的
、
短
期
的
に
働
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
交
代
で
就

業
し
ま
す
。

●
高
齢
者
の
安
全
に

配
慮
し
て
危
険
、

有
害
な
仕
事
は
お

請
し
か
ね
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
就
業
月
の
翌
月
15
日
に
配

分
金
を
支
払
っ
て
お
り
ま
す
が
、
令

和
６
年
４
月
以
降
の
支
払
日
は
、
就

業
月
の
翌
月
末
日
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
支
払
日
が
日
曜
日
、

又
は
休
日
等
の
金
融
機
関
の
休
日
に

あ
た
る
と
き
は
、
そ
の
前
日
ま
で
に

支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
３

月
就
業
分
の
配
分
金
の
支
払
日
は
４

月
15
日
で
は
な
く
４
月
30
日
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
様
に
配
分
金
を
支
払

っ
た
後
に
入
金
さ
れ
る
契
約
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の

財
務
状
況
が
厳
し
く
な
り
、
セ
ン
タ

ー
が
立
て
替
え
て
配
分
金
を
支
払
う

こ
と
が
難
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
措
置
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
手
工
芸
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た
い
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
セ
ン

タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
セ
ン
タ
ー
内
に
は
「
会
員
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
広
く
会
員
の
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
く
場
合
は…

セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
発
注
す
る

に
あ
た
っ
て

配
分
金
支
払
日
の

変
更
に
つ
い
て

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

取
次
所
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

会
員
登
録
情
報
変
更
に
つ
い
て

　

住
所
（
一
時
的
な
も
の
を
含
む
）
・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
緊
急

連
絡
先
・
健
康
状
態
等
、

会
員
情
報
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
遅
滞
な
く
セ

ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

市
内
４
か
所
に
取
次
所
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

取
次
所
で
は
会
員
の
入
会
に
関
す
る
資
料
の
設
置
や
配
布
、
セ
ン

タ
ー
広
報
紙
の
配
布
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
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 お知らせ
　  コーナー

　

令
和
六
年
一
月
一
日
、
能
登
半
島
に

お
い
て
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
地
震

で
、
大
規
模
な
破
壊
と
津
波
の
被
害
を

受
け
、
被
災
地
の
方
々
は
大
変
困
難
な

状
態
で
い
る
と
思
う
と
心
が
痛
み
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た
方
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
八
潮
市
で
は
街
中
に
花
が
咲

き
始
め
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

で
は
「
花
桃
ま
つ
り
」
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
一
年
で
一
番
花
を
愛
で
る
機

会
の
多
い
こ
の
時
期
、
会
員
の
皆
様
の

一
年
も
色
鮮
や
か
な
年
で
あ
れ
ば
と
願

い
ま
す
。

広報部会

役職

部会長

副部会長

部会員

部会員

部会員

氏名

小野寺　曻

坂本　正志

千葉　賢一

鎌田すみ子

関根　孝子

賛
助
会
員
の
紹
介

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た

賛
助
会
員
の
方
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
大
志
会

　
　
　
　
　
　
　
今
井
歯
科
　
様

株
式
会
社

　
　
武
蔵
野
銀
行
八
潮
支
店
　
様

社
会
福
祉
法
人

　
八
潮
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

医
療
法
人
社
団
協
友
会

　
　
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
八
潮
　
様

新
総
合
事
業

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
紹
介

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
八
潮
市
の
行
う
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
A
（
緩
和

し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
は
、
生
活
す
る
上
で
、
介
護
が
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
支
援
が
必
要
と
市
が
認
定
し
た
利
用
者
に
対

す
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
内
容
は
、
利
用
者

宅
の
清
掃
や
買
い
物
支
援
、
調
理
や
片
付
け
等
の
作
業

を
利
用
者
と
一
緒
に

行
い
、
利
用
者
が
支

援
が
必
要
な
状
態
か

ら
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
す
る
こ
と
で

す
。

　

た
く
さ
ん
の
会
員

が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

働
い
て
お
り
、
最
近

で
は
男
性
会
員
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
に
感
謝
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事

と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
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